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令和５年館林地区消防組合議会第２回定例会会議録 

 

於 館林地区消防組合 ３階 防災教室 

 

議事日程 

 

令和５年１１月１日（水）午後１時００分開議 

 

第１ 議席の指定 

 

第２ 会期の決定 

 

第３ 会議録署名議員の指名 

 

第４ 議案第１７号 館林地区消防組合火災予防条例の一部を改正する条例 

 

第５ 議案第１８号 令和４年度館林地区消防組合歳入歳出決算の認定について 

 

第６ 議案第１９号 令和５年度館林地区消防組合一般会計補正予算（第１号） 
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５番 藪之本 佳奈子 君       ６番 三 浦 次 弘 君 
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          開会及び開議 

（令和５年１１月１日（水）午後１時００分開会） 

 

○ 議長（斉藤貢一君） ただ今までの本日の出席議員は１１名であります。

よって定足数に達しておりますので、告示第２８号をもって招集されまし

た令和５年館林地区消防組合議会第２回定例会は成立いたしました。ただ

ちに会議を開きます。 

○ 議長（斉藤貢一君） まず、諸般の報告をいたします。事務局より報告い

たさせます。 

○ 事務局（堀口尚志君） ご報告申し上げます。議員の異動がございました。

明和町議会から選出されておりました議員が任期満了となりました。新た

に明和町議会から三浦次弘議員、奥澤貞雄議員が当組合議員となられまし

た。以上で報告を終わります。 

 

第１ 議席の指定 

○ 議長（斉藤貢一君） 次に、日程第１．議席の指定を行います。去る８月

９日明和町において、当消防組合議会議員の選挙が行われましたので、館

林地区消防組合議会会議規則第１条において準用する館林市議会会議規則

第３条第２項の規定により、６番三浦次弘君、７番奥澤貞雄君以上のとお

り、議席を指定いたします。 

 

第２ 会期の決定 

○ 議 長（斉藤貢一君） 次に、日程第２．会期の決定を議題といたします。

本定例会の会期を、本日１日と決定したいと思いますが、ご異議ございま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○ 議 長（斉藤貢一君） ご異議がないようですから、さよう決定いたしま

した。 

 

第３ 会議録署名議員の指名 
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○ 議 長（斉藤貢一君） 次に、日程第３．会議録署名議員の指名をいたし

ます。会議録署名議員に７番奥澤貞雄君、８番原口剛君以上を指名いたし

ます。 

 

第４ 議案第１７号 館林地区消防組合火災予防条例の一

部を改正する条例 

○ 議 長（斉藤貢一君） 次に、日程第４．議案第１７号「館林地区消防組

合火災予防条例の一部を改正する条例」を議題といたします。提案理由の

説明を願います。管理者多田善洋君。 

○ 管理者（多田善洋君） 改めましてみなさんこんにちは。議案第１７号館

林地区消防組合火災予防条例の一部を改正する条例について申しあげます。

本案は、消防法施行規則及び対象火気設備等の位置、構造及び管理並びに

対象火気器具等の取扱いに関する条例の制定に関する基準を定める省令の

一部が改正されることに伴い、本条例を改正するものでございます。内容

について申しあげますと、蓄電池設備に係る基準に関し、一定の措置が講

じられた蓄電池設備を規制の対象から除き、開放型鉛蓄電池を用いたもの

以外については耐酸性の床上等に設けなくてよいこととし、屋外に設ける

蓄電池設備については雨水等の侵入防止措置の筐体に収められたものとす

ればよく、離隔距離不要の要件に新たに延焼防止措置が講じられたものを

追加し、また固体燃料を用いた厨房設備の離隔距離を定めることとしたも

の。また、キュービクル式以外の蓄電池設備等についても建築物等の部分

との間に換気、点検及び整備に支障のない距離を保つこととしたもの。さ

らに、火を使用する設備等の届出の対象から、蓄電池容量が２０キロワッ

ト時以下の蓄電池設備を除く等必要な措置の見直しを行うものでございま

す。よろしくご審議のうえ、原案のとおり議決くださるようお願い申しあ

げまして、提案理由の説明といたします。 

○ 議 長（斉藤貢一君） 説明が終わりました。質疑を行います。 

（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

○ 議 長（斉藤貢一君） 質疑を打ち切ります。討論を行います。 

（「討論なし」と呼ぶ者あり） 

○ 議 長（斉藤貢一君） 討論を打ち切ります。採決いたします。議案第１

７号を原案どおり可決することに賛成の方は、挙手を願います。 
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（挙手全員） 

○ 議 長（斉藤貢一君） 挙手全員よって、議案第１７号は、原案どおり可

決いたしました。 

 

第５ 議案第１８号 令和４年度館林地区消防組合歳入歳

出決算の認定について 

○ 議 長（斉藤貢一君） 次に、日程第５．議案第１８号「令和４年度館林

地区消防組合歳入歳出決算の認定について」を議題といたします。提案理

由の説明を願います。管理者多田善洋君。 

○ 管理者（多田善洋君） それでは議案第１８号令和４年度館林地区消防組

合歳入歳出決算の認定について申しあげます。初めに、歳入歳出の概要で

すが、最終予算額２４億９，２５４万５，０００円に対し、歳入決算額は

２５億５，５０４万３，４３０円で、予算に対する収入率は１０２．５１％

でございます。また、歳出決算額は２３億９，０５９万２，２４７円で、

その執行率は９５．９１％、歳入歳出差引残額は１億６，４４５万１，１

８３円でございます。実質収支額は歳入歳出差引残額と同額の１億６，４

４５万１，１８３円で、このうち５，０００万円を財政調整基金に積み立

て、1億１，４４５万１，１８３円を翌年度へ繰り越すことといたしました。

次に、令和４年度に実施しました、主な施策につきましては、別途提出い

たしました「主要な施策の成果に関する説明書」に記載してございます。

この概要について申しあげます。常備消防費におきましては、消防施設等

整備計画に基づき、消防本部に資材搬送車を配備し、高規格救急自動車を

館林消防署西分署へ配備いたしました。非常備消防費では、消防施設等整

備計画に基づき、館林消防団において、第４分団第２班の消防ポンプ自動

車を更新させていただき、第５分団詰所の新築工事を実施させていただき

ました。その他の施策といたしまして、消防職団員の資質や災害活動にお

ける安全性の向上のために、積極的に教育訓練に取り組み、あわせて、消

防装備や施設の充実等に努め、依然として厳しい財政状況の中、所期の目

的を達成することができました。以上、決算の概要について申しあげまし

た。組合議会をはじめ、各市町及び住民の方々の、深いご理解とご協力に

よりまして、消防行政の着実な進展を図ることができたものと、考えてお

ります。よろしくご審議のうえ、原案のとおり認定くださいますよう、お
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願い申しあげまして、提案理由の説明といたします。 

○ 議 長（斉藤貢一君） 説明が終わりました。続いて、監査委員より決算

審査の報告を願います。監査委員冨永裕文君。 

○ 監査委員（冨永裕文君） 令和４年度決算審査報告をさせていただきます。

審査の経過及び結果について、ご報告申し上げます。当組合の令和４年度、

決算書及び会計書類の審査を令和５年７月２８日、当組合事務所において、

小野田監査委員とともに、実施をいたしました。その結果は、別紙「令和

４年度館林地区消防組合一般会計決算審査意見書」のとおりでございます

ので、ご一覧をお願い申し上げます。よって、本会計及び決算等は、適正

に表示されていることを認める報告をいたします。令和５年１１月１日監

査委員代表冨永裕文、よろしくお願いいたします。 

○ 議 長（斉藤貢一君） 質疑を行います。 

（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

○ 議 長（斉藤貢一君） 質疑を打ち切ります。討論を行います。 

（「討論なし」と呼ぶ者あり） 

○ 議 長（斉藤貢一君） 討論を打ち切ります。採決いたします。議案第１

８号を認定することに賛成の方は挙手を願います。 

（挙手全員） 

○ 議 長（斉藤貢一君） 挙手全員よって、議案第１８号は、認定すること

に決定いたしました。 

 

第６ 議案第１９号 令和５年度館林地区消防組合一般会

計補正予算（第１号） 

○ 議 長（斉藤貢一君） 次に、日程第６．議案第１９号「令和５年度館林

地区消防組合一般会計補正予算（第１号）」を議題といたします。管理者多

田善洋君。 

○ 管理者（多田善洋君） それでは議案第１９号令和５年度館林地区消防組

合一般会計補正予算（第１号）について申しあげます。本案は、歳入歳出

予算におきまして、１，４２３万６，０００円の減額補正でございます。

まず、歳出について申しあげます。消防施設費では、指令システム更新等

工事及び消防救急デジタル無線等更新工事の金額の決定による減額となり、

また、災害対応特殊救急自動車の購入費の決定により減額となり、テロ対
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策資機材の購入費の決定により減額するものでございます。館林消防施設

費では、第５分団 1 班及び第５分団２班詰所解体工事費の確定により組合

債を減額するものでございます。また、板倉消防施設費では、デジタル簡

易無線機中継システム購入費を追加し、財源につきましては、前年度の繰

越金を充当するものです。また、千代田消防施設費につきましては、総務

省より救助用資機材・防災学習用資機材搭載型小型動力ポンプ積載車の無

償貸与が決定したことから、車両登録に係る自動車損害賠償責任保険及び

自動車重量税並びに任意保険料を追加するものでございます。次に、歳入

について申しあげますと、非常備消防費に前年度の余剰金を繰越金に充当

することによる、各市町負担金の減額及び前年度借入金の利率決定による

償還利子分の負担金を減額するものでございます。国庫支出金につきまし

ては、災害対応特殊救急自動車の購入費決定による補助金の減額となりま

す。また、県支出金につきましても、テロ対策資機材購入費決定による補

助金の減額となります。地方債の補正につきましては、消防施設整備事業

債、防災対策事業債、緊急防災減災事業債、公共施設等適正管理推進事業

債の限度額の補正でございます。よろしくご審議のうえ、原案のとおり議

決くださいますよう、お願い申しあげまして、提案理由の説明といたしま

す。 

○ 議 長（斉藤貢一君） 説明が終わりました。質疑を行います。 

（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

○ 議 長（斉藤貢一君） 質疑を打ち切ります。討論を行います。 

（「討論なし」と呼ぶ者あり） 

○ 議 長（斉藤貢一君） 討論を打ち切ります。採決いたします。議案第１

９号を原案どおり可決することに賛成の方は挙手を願います。 

（挙手全員） 

議 長（斉藤貢一君） 挙手全員よって、議案第１９号は原案どおり可決

いたしました。 

○ 議 長（斉藤貢一君） 以上で、本日の議事日程の全部を終了いたしまし

た。この際、管理者からあいさつをしたい旨、申し出がありますので、こ

れを許します。管理者多田善洋君。 

○ 管理者（多田善洋君） 本日は、館林地区消防組合議会第２回定例会を招

集いたしましたところ、議員の皆様におかれましては、お忙しいところ、

ご出席をいただきまして、誠にありがとうございます。本日の議案につき

ましては、決算、補正予算等を慎重審議していただき、全議案とも認定、
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議決をいただきまして、誠にありがとうございます。近年、台風や、地震

による被害が全国各地で発生しており、過日、台風１３号の影響による大

雨で堤防決壊や河川の氾濫が起こるなど、近隣地域では大きな被害が出て

おります。当消防組合管内においても、いつ、同様の被害を受けることも

想像できるところでございます。今後におきましては住民の皆様の安全・

安心を確保するため、あらゆる災害に迅速に対応できるよう、準備を進め

るとともに、地域防災力の充実強化に努めてまいりたいというふうにも考

えております。これから、火災期となりますが、消防の施策は言うまでも

なく、災害を未然に防止し、災害発生時においても被害を最小限に抑える

ことができますよう、そのために、士気の高い職員を育成し、住民の信頼・

期待に応え得る盤石な組織作りを進めてまいりたいと考えています。これ

から、冬にかけて感染症も増える季節でもございますので議員の皆様には、

健康に留意され、引き続きご指導、ご協力をお願い申しあげまして、お礼

の挨拶といたします。本日は誠にありがとうございました。 

○ 議 長（斉藤貢一君） 以上をもちまして、令和５年館林地区消防組合議

会第２回定例会を閉会いたします。大変ご苦労様でした。 

 

                          （午後１時１８分） 

 

令和６年１月９日 

 

館林地区消防組合議長    斉 藤 貢 一 

 

会 議 録 署 名 議 員        奥 澤 貞 雄 

 

会 議 録 署 名 議 員        原 口   剛 


